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Second　Language　Acquisitionの特徴と
Second　Language　Learningへの応用
早 坂 信
　子供（1）が自然の環境の中で，母国語の外に第2言語を習得する過程
（Second　Language　Acquisition以下L2Aと省略）と，成人（2）が教室
の中で外国語を学習する過程（Second　Language　Learning以下L2Lと省
略）とを比較すると，いくつかの特徴が見い出されることは先回の小文で指
摘した通りである。（3）今回は，その特徴のうち，子供の言語習得（L2A）
に見られるもので成人の言語学習（L2L）に応用できそうなものを3つ取
り上げて解説してみたい。L2A（子供）をL2L（成人）の学習過程に応
用することの是非についてはいろいろ論議されている。子供が自然に言語を
身につける過程と，成人が教室で作為的に外国語を学習する過程は，いろいろ
な面で全く異るという意見は強い。肉体的にも精神的に未熟な子供が言語を
身につける場合と，成人が教室で学習する場合とでは，両者に共通項を見い
出すのは困難であるかも知れない。しかし，同じ言語を習得するのに，子供
はほとんど本国人と同じくらいのレベルまで到達できるのに，いわゆる「学
校英語」の学習では成功率が低いことを考えると，もう少しL2Aを参考に
すべきだと思われる。事実，L2Aの子供の言語習得過程を観察している
と，成人の言語学習に役立ちそうなことがいくつか見られるのである。私は
1980年から81年にかけ，本短期大学によって英国で研究する機会を与えられ
た。その時，家族も同行したので，当時5才の娘（以下Nと省略）と3才の
息子（H）が約1年間にわたり英語を習得する過程を観察することができ
た。Nはすぐ地元の小学校に通ったが，イギリス人の子供と同じ教育を受
け，特別に英語の授業は与えられなかった。最初，英語がわからずダンマリ
だったNは，1ケ月もしないうちにimitationを始め，約6ケ月のうちにク
　　　　　　　　　　　　　　ー25一
ラスメートと不自由なく（4）英語を話し，約1年後にはほとんど自由に子供
の英語（5）を使っていた。発音も（その地方のアクセントであったが）私よ
りもずっとよく，私の発音を直すことも少くなかった。そこで，この1年間
の観察記録の中の例を引用しながら，L2AのL2Lへの応用の可能性をさ
ぐってみたい。
　L2Aの子供の言語習得の過程を考察すると，次の3つの点について特徴
をひろうことができる。
　1．　Productive　Lauguage
　2．　Creative　Construction　Process
　3．　Input
　以下，それぞれの特徴について解説していきたい。
1・　Productive　Language
　Productive　languageというのはroutines「決まり文句」やPatterns
「文のパターン」（6）にあたり，学習者にとって非常に利用価値の高いもので
ある。L2Aの子供の用いた例ではSee　you　tomorrow．／Get　out　of　here！／
Iknow　what．／などのroutinesや，　Where’s　my－？／Iwant　，
please．などのpatternsがあげられる。　ここで大切なことは，　L　2　Aの子
供はroutinesやpatternsの全体の意味はわかっているが，文を構成するひ
とつひとつの単語の意味は知らないことである。たとえばSee　you　tomor－
rowを，いつどういう時に言うか知っているが，　see，　you，　tomorrowそ
れぞれの意味は正確に理解していない。これは，自分の周囲の人々が言う言
葉を聞いて，そのまま使っているからである。このように，自分の言語能力
では，個々の単語の意味や，それらを統合する文法を理解できないのに，実
際の会話では全体を「まる呑み」にして用い，意志伝達という目的を達して
いる。L2Aの子供がこのproductive　languageを多用する原因は，〔1）L
2Aの子供は外国という新しい環境の中で，なるべく早くその土地の子供た
ちの仲間入りしたい。そこで，皆がよく使う表現を真似して自分がその言葉
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を話せるという印象を与えたい。｛2）子供は，ある程度の長さの文を暗記する
ことは容易である。（3）子供が，学校や遊び場で使う言葉にはroutinesや
patternsが比較的多い，（7）からである。　Nの例では，小学校へ行きはじ
めて間もなく，「『（仲間に）いれて！』って英語でどういうの？」と私に
尋ねたり，先生の言葉（Tidy　up！／Put　it　away！など）を家でさかんに
真似ていた。また1年後ぐらいに，突然Have　you～構文に興味を持ち始め
た。　（＊印は誤文を表し，イタリック部がその誤りの箇所を示す）
　　＊Have　you　saw・。・？
　　＊Have　you　see　it？
　　＊Have　you　hear　that　noise？
また，小学校の昼食の時におぼえたpatternには次のようなものがある。
　　＊Please　may　I　have　a　water？
　　Please　can　I　leave　the　table？
　　Please　can　I　have　some　more　potatoes？
これを聞いていたH（3才）は，家での食事時に真似をして
　　＊Please　can　I　have　chotto　a　little　beans？
　L2AのみならずLlA（First　Language　Acquisition幼児の母国語習
得）の場合も，imitationは子供が使う言語習得手段のひとつであるが，こ
のproductive　languageの多用もimitationにほかならない。　imitation
をよく使う子供と，あまりimitationを使わない子供のように個入差はある
が，言語習得においてimitationの貢献度は低くないといえよう。
　それでは教室における英語学習（L2L）の場合は，このproductive
languageはどのような位置を占めうるだろうか。中学校での英語教育を例
にとってみると，productive　languageの利用価値がたいへん高いことがわ
かる。英語の基礎的知識を学習しつつある段階で，いわゆる言語活動は，学
習する単語の絶対的不足と文法の未習事項のため，大幅に制限されているか
不自然な表現で代用しているのが現実である。とくに，昨今「教科書はなる
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ぺく単語数を少なく，全体の分量も少なく」という方針では，生き生きした
言語活動は大変難しい。そこで，この「既習事項のみによる言語活動」とい
うワクを少し広げて，文法としては未習のroutinesやpatternsを導入し
て，言語活動を活発にすることができる。たとえば，中学1年のhave動詞
の学習の段階で
　　A：Do　you　have　an　eraser？
　　B：Yes，　l　do．
という会話を練習する。しかし，これだけでは言語活動としては不十分で，
ここに次のようなproductive　Ianguageをつけるだけで会話が生き生きと
してくる。
　　A：Do　you　have　an　eraser？
　　B：Yes，　I　do．　Here　it　is．
　　A：Thank　you．
Here　it　is．（またはHere　you　are．）は相手に物を手渡すときの決まり文
句である。このroutineをつけるだけで「AがBから消しゴムを借り，お礼
を言う」という状況が生まれる。単にDo　you　have　an　eraser？一　Yes，
Ido．のやりとりよりも会話が生きてくる。また別の例では，中学2年の最
初の段階では未来形はまだ出てこない。そのため，たとえばデパートでの買
い物の場面で，1’II　take　it．「それを買おう」という表現が使えないのであ
る。しかし，ここで1’11take　it．という自然な表現をroutineとして覚え
てしまえば問題はないのである。学習者がこのような決まり文句を比較的容
易に覚えることはよく知られている。ところが実際は，伝統的なgrammati－
cal　syllabusにしばられ自然な表現が使えないのである。もちろん綿密な
grammatical　syllabusは次に述べるCreative　Construction　Processに必
要ではあるが，それとは別に，日常ひんばんに使う表現はproductive　lan－
guageとして導入し，言語活動を活発にすることが大切であろう。
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2．　Creative　Construction　Process
　L2Aの言語習得において，　imitatonよりも大切であると思われるもの
は，DulayとBurtの命名するCreative　Construction　Process（8）であ
る。これは「子供が自分で吸収した英語から英語のルールを模索し，自分で
文を生産するシステム」であり，次のような図で表される。
　　　INPUT　　　HYPOTHESIS・FORMING　　　TESTING
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FEEDBACK
子供は，自分が耳にする英語（input）から，英語のルールに関する仮説を
立て（hypothesis－forming）この仮説を実際に使ってみて正しいかどうかテ
ストする（testing），その結果を仮説にもどして（feedback）正しいルール
を定着させる過程である。子供が大人の言葉を真似するだけでなく自分で言
葉を「生産」しているという説は，子供のovergeneralisationの現象から
証明されている。N（5才）の例をいくつか紹介すると，学校でteethとい
う言葉を聞いてから＊ateeth／a　teethbrushを使うようになり・また・自
分で作ったゼリーを指して
　　＊Imaked　it．
と言ったりした。ateethやmakedは大人の言葉を真似したわけでなく，
Nが自分で作ったものである。また，「今日はSunday」と教えると，「あ
したは“ナンディ”？」と尋ねてくる。小学校で毎日Monday・Tuesday・・
と，曜日の練習をしているので，「とにかく曜日にはdayがつくのだ」と
考え“何一day？”と聞いたのである。このovergeneralisationの現象は母
国語を学ぶLlAの子供にもよく見られ，　seeやcatchの過去形を＊seed・
＊catchedとするイギリス人の子供の例は，どのpsycholinguisticsの本に
も出ているもので，creative　construction　processの存在を証するものと
いえよう。最後に構文の習得に際してこのprocessが働いた例を紹介する。
K．Hakuta（1974）によると，アメリカに住むようになった日本人の女の
子（6才）は，次のような過程を経て正しい構文を習得している。（9）
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　　＊Idon’t　know　where　is　your　house，
　　　　　　　　　　　↓
　　＊Idon’t　know　where　is　your　house　is．
　　　　　　　　　　　↓
　　　Idon’t　know　where　your　house　is．
まず・第1段階で，Idon’t　know・とWhere　is　your　house？を単純に結
びつけている。これは2つの文を結びつけた「仮説」である。この仮説を試
すうちに（testing），文末にisが必要なことを意識し（feedback），第2
段階の文を「生産」する。この後，同じような過程を経てwhere　isのis
がいらないことに気付き，第3段階の正しい文に到達する。Nの例からも同
じような現象を見い出すことができた。
　　＊Idon’t　know　what　do　yotl　mean．
　　＊Do　you　know　where’s　my　spoon　is？
このように，子供は大人の言葉を聞いて単に真似（imitation）しているので
はなく，自分でルール模索し，文を作り出しているのである。
　さて，このcreative　construction　processという「自己学習過程」は，
教室での英語学習（L2L）に応用できるであろうか。　LlAとL2Aの子供
の場合は，ルールを自分で模索している（inductive　Ieaming）のだが，教
室でのL2Lでは，普通は教師がルールを与えている（deductive　Iearning）。
しかし，そのルールを自分で利用し，適切なfeedbackにより正しい英文を
作り出すのは生徒自身である。特に，教師1人に生徒40名というような学習
環境では，生徒がcreative　construction　processを用いて自分で学習す
ることが不可欠となる。また，学習レベルが高ければ高いほど，この自己学
習能力で学習する割合は大きくなる。creative　construction　processはL
2Lにおいても非常に重要な役割をはたしているといっても過言ではな
いo
　それでは，生徒がcreative　construction　processを十分利用できるよう
にするには，どのような条件が必要であろうか。まず第一に，生徒が自分で
もルールが発見できるように，十分なinputを与える必要がある。中学校
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の英語といえども，そのルールは学習ターゲットで扱われているものだけで
なく，いろいろ細かいサブルールがある。それらをすべて教室で教えること
は時間的に不可能であり，また，教室で扱ったとしても1度限りで，その後
十分な練習ができないことが多い。生徒が自分で学習する分量はかなり多い
のである。それで，教科書などに十分なinput（豊富な用例）があり，生徒
が自分で学習することを助けるぺきである。ところが現実では，教科書は
「ページ数は少なく，単語も少なく」という傾向にあり，これは健全な英語
学習とは逆の方向に進んでいるように思われる。第二の条件はtestingによ
り「仮説」を「正しいルール」に昇格させるために，十分なtestingの
feedback機会を生徒に与える，ということである。与えられた（または自
分が発見した）ルールを実際に使ってみて適切なfeedbackを得る機会がな
くては，単なるルールの丸暗記に終始し，言語活動により定着させることは
できない。第三の条件は，ルールを学習する機会となるべくリサイクルさせ
ることである。一度学習したルールを一定期間をおいて復習させることは定
着効果を高めることはよく知られている。ルールのリサイクル（spaced
repetition）により，適当な間隔を置いてfeedbackを得，学習効果を高め
ることができよう。
3．　Input
　従来，LlAとL2Aの子供は，大人の英語を耳にして自然に言葉を身に
っけると思われてきた。したがって，子供が吸収するinputはいろいろな
種類のもので，中学生が教室で受けるcontrolled　inputと比較して，まっ
たくuncontrolled　inputであると考えられてきた。ところがS．　Krashen
（1980）などは，子供に話しかける大入の英語は，ある程度controlledで
あると主張している。その中でもcaretaker　speechの特徴のひとつとして
こう書いている。
　Achild　is　exposed　to　a　limited　body　of　carefully　graded　lauguage
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data　which　is　constantly　recycled　in　the　input　to　him．　Caretaker
speech　is‘‘roughly　tuned”　to　his　linguistic　skilL　（10）
ということは，LlAとL2Aの子供の受けるinputは教室でのinputと
同じ性質があるということではないだろうか。
　しかし，大切なのはinputの量で，　L　l　AとL2Aに比べて，中学校での
週3時間のinputの分量ははるかに少ない。2で述べたcreative　constr－
uction　Processのためにもinputの量は多いほうがいいのである。また
inputを吸収する過程を見てみると，　L　2　Aの子供は，豊富なinputから，
同時にいくつものことを吸収しているように思われる。ところが教室での学
習は，ひとつひとつ積み重ねの学習であり，たいへん効率が悪い。inputが
豊富であればあるほど，生徒が自分で学習することも多くなるといえよう。
最近の英米の語学テキストに見られるActive　IanguageとPassive　lang－
uageの導入（11）は，　L　l　AやL2Aのinputの性質を利用したものであ
る。Active　languageは，生徒にルールを教えるための重要なcontrolled
inputであり，Passive　languageは状況設定用のuncontro11ed　inputで
ある。生徒はactive　languageでルールを学習しつっPassive　language
でそのルールをtestingしたり，サブルールを学習したりする。このような
二種類のinputは今後のテキストの方向づけをするものと思われる。
おわりに
　L2Aの子供の言語習得方法には，　L　2　Lの学習に応用できるものがいく
つかある。ここでは（1）productive　language（2）creative　construction
Process（3）inPutの3つを取り上げ解説してきた。しかし，まとめて考え
てみると，この3つの特徴はすぺて（3）のinputに代表されると言えよう。
productive　Iauguageも特別なinputであり，　creative　construction
processを作動させるのも豊富なinputである。英米の英語テキストと日本
の英語検定教科書を比較すると，その違いはinputの質と量である。日本の
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教科書で扱われている英語には不自然なものも少なくないし，そのinputの
量も改訂ごとに減っている。’ところが英米のテキストでは，いわゆるauth－
entic　materals「生の英語」がどんどん増えており，　functional／notional
syllabusの導入と相まって，10年前のテキストとは大幅な違いを見せてい
る。日本の英語検定教科書はinputの点で今後大幅な改革が要求されよう。
NOTES
（1）どれくらいの歳までL2Aに含められるかは断言できないが，　formal　instruction
　　を受けずに，自然に言語を身につけられる年令とする。
（2）
（3）
（4｝
（5）
｛6）
（7｝
（8｝
（9）
（10）
（11）
ここでは，日本で英語を学校で学び始める中学生以上とする。
学習院女子短期大学紀要XIX（1981年）pP．80－102．
学校の授業がだいたいわかり，子供たちと遊ぶのに不自由のない程度とする。
子供の使う英語は話題などが限られているため，比較的，言語の範囲が狭い。
Krashenと　Scarcella（1978）　は　Prefabricated　routines　と　Prefabricated
patternsと呼んでいる。
Hakuta（1974）とFillmore（1976）よる（拙稿，本短大紀要XIX　pP．91－2に
引用）。
Dulay，　H．　and　M．　Burt（1977）参照。
Hakuta（1974）参照。
Krashen（1980）参照。
例えばSTARTING　STRATEGIES（1978）参照。
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